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▲伊東玄朴旧宅の工事の様子

消防団用防火衣▶

令和５年度一般会計補正予算（第３号）

1億531万8千円を追加して、211億9,914万6千円
令和５年度一般会計補正予算（第４号）

361万3千円を追加して、212億275万9千円に!

　５月定例会は、令和５年５月22日から６月23日まで開かれ、一般質問に10人が登壇し、
神埼市政全般について質疑を行いました。
　補正第３号で１億531万８千円を、補正第４号で361万３千円を追加し、総額212億
275万９千円となりました。

市民が安心して暮らせるまちづくり

より安全な消防団活動を目指す

伝統芸能に触れよう

伊東玄朴旧宅の保存改修

〇地方創生臨時交付金事業
（防犯カメラ設置補助金）　　3,950万円
　防犯カメラを設置する地区に対し、設置費用
の一部を補助する。補助対象団体は地区とし、
補助対象経費は防犯カメラ購入費・その他防犯
カメラ設置に必要な経費（付属品を含む）とす
る。また、購入額に対して４分の３を補助する
（補助上限額は、一基当たり10万円）。

〇非常備消防費（安全装備品購入事業）
2,600万３千円

　消防団は各市町村条例により設置することと
されており、災害時における初期消火、残火
処理、災害防御活動等のほか平常時においても
地域に密着した活動を行っている。高性能の防
火衣等、安全装備品を配備することにより、消
防団員がより安全に消火活動を行えるようにす
る。

〇千代田文化会館自主事業　99万４千円
　新型コロナウイルス感染症の影響で、能楽教
室の鑑賞機会を失った市内の中学生に本物の芸
術に触れる機会を提供することを目的に、世界
的に有名なスロヴァキア国立オペラを神埼市へ
招き公演を開催する。

〇文化財施設整備事業
（伊東玄朴旧宅保存事業）　361万３千円
　老朽化や破損が著しい旧宅について、年次計
画に基づく改修工事を行い、適切な保存に努め
る。設計では確認できなかった箇所について、
屋根等を取り払い老朽化状況の調査を行ったと
ころ、シロアリ被害等改修を要する箇所が判明
したため工事を行う。

＼＼補正予算の主な事業を紹介します／／
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地方創生臨時交付金事業（防犯カメラ設置補助金）　　　3,950万円

（事業の目的）

　地域の防犯活動を支援するため、自主的に防犯カメラを設置する地区に対し、その設置費用

の一部を補助することにより、地域における犯罪などを未然に防止し、市民に安心して暮らす

ことができるまちづくりを支援する。

Q 防犯カメラの画像データは、どのように取り扱うのか。

A
プライバシーの問題もあり、犯罪とか事故等において法令に基づく手続きにより照会を
受けた時にデータを提供することを想定している。したがって、よほどのことがない限
り基本的には見ることができないルールを定めたい。

【財源組替】旧長崎街道神埼宿観光拠点づくり事業　　2,034万９千円

（事業の目的）

　旧長崎街道神埼宿の中に点在している空き家等の古民家をリノベーションし、宿泊施設やレ

ストラン等として活用する分散型ホテル等として、地域活性化を図るもので、その土地に根付

く歴史、文化、人の営みを観光資源化する取組を検討し、まちなか観光の拠点づくりの調査・

研究を進める。

Q
当初、国から補助金 2,000 万円となっていたが、内示額で 1,200 万円となり、800
万円の減額分を一般財源で取り組むこととなるが、特に一般財源を投資するので、どの
ように活用するのか。また、産・官・金はどのような所を予定されているのか。

A

産については様々な企業、官は市役所、金は
金融機関連携して、本事業の中心的な担い手
となる、地元団体、事業者と連携して企業体
の設立を目指す。
その後は質の高い観光サービス等を地元団体、
事業者と連携し担い手の発掘など計画してお
り、神埼市観光拠点の点を線で繋ぎ面とし、
回遊性のあるエリアを作っていきたいと考え
ている。

▲旧長崎街道神埼宿

これが聞きたい！Q＆A！
予算特別委員会の審議について、質疑を抜粋して紹介します。
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地方創生臨時交付金事業（物価高騰対策医療機関等支援事業）　　465万円

（事業の目的）

　新型コロナウイルス感染症の影響の長期化及びコロナ禍における電気・燃料等の物価高騰の

影響を受けて費用が増加している医療機関等の負担軽減を図り、将来にわたり安定的な医療提

供体制を確保し、市民の安心安全を確保することを目的とする。

Q この支給に対する基準、要件はあるのか。

A 支給について要件はない。支給するために、医療関係等に聞き取り調査を行った。電気
代の高騰、必要な物品が手に入りにくい、その他経費も２割程度上昇している。

千代田文化会館自主事業　　　99万４千円

（事業の目的）

　千代田文化会館は、芸術の振興及び福祉の増進を目的に整備したもので、芸術文化の拠点施

設として、また文化性の高い舞台芸術や講演等を市民に提供するための施設として利用促進を

図っている。令和５年度は、市民に文化・芸術性の高い伝統工芸や音楽に触れる機会を提供し、

地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的とする。

Q
スロヴァキアのオペラ公演ということで、芸術性の高い一流の方を招かれるということ
で、大変であったと思うが、対象者は中学生の生徒だけなのか。一般の市民の方は鑑賞
できないのか。

A

コロナの影響で、能楽など、本物の芸術を
見ることができなかった生徒たちの芸術鑑
賞の機会をフォローするための鑑賞会と考
えているので、今回は、一般開放は考えて
いないが、一般開放について協議を行う。

▲スロヴァキア国立オペラ団員の方々

その後、委員会での意見を踏まえ
執行部で協議された結果…

８月市報にて観覧希望の方の募集を行うこととなりました。（約50人分）

※申し込み多数の場合は抽選となります。
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Q 今回新たに定義された特定小型原動機付自転車は、都会で規
制対象となっているものと同等の車両か。

A

電動モーターで動くキックボードという車両で、原動機付き
50ccのバイクは最高速度30キロだが、今回は20キロ以下と
いう規制を設けた上で、これを特定小型という新しく税区分
を設ける事になる。

Q 今回、新型コロナウイルス感染症の患者又は当該感染症の疑いのある患者に係る防疫等
の作業が除外されるが、他に特殊手当の対象となる市の業務はあるか。

A

神埼市職員の特殊勤務手当に関する条例があり、既存の手当として防疫作業手当がある。
事例として市道に動物の死骸の処理作業に対し一日300円という支給規定がある。他に、
社会福祉業務手当があり社会福祉主事等が業務に従事した月、一月につき5,000円の手
当を支給している。また、医療業務従事職員手当として、医療業務に従事した医師（歯
科医師含む）について、一月136,000円を支給している。

Q 神埼市子ども子育て会議の中で、保護者また子ども等々の当事者の意見を聞いて、実際
に施策的に神埼市が実施したことはあるのか。

A
神埼市子ども子育て会議は、今後の子ども子育てに関する計画の策定、それに対する審
議を毎年実施している。保育園、小学校の保護者代表に参画していただき、現実的な保
護者の意見などを吸い上げている。

常任委員会のＱ＆Ａ
それぞれの常任委員会での審議について、質疑を抜粋して紹介します。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

総務常任委員会では、条例案件２件について審議を行いました。

文教厚生常任委員会では、条例案件２件について審議を行いました。

議案名：神埼市税条例の一部改正について（賛否：全員賛成）

議案名：神埼市職員特殊勤務手当に関する条例の一部改正について（賛否：全員賛成）

議案名：神埼市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
　　　　定める条例等の一部改正について（賛否：全員賛成）
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働や未配置など解決すべき課
題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時
間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革
を実現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠で
す。
　2021年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられるものの、
今後は、小学校に留まることなく、中学校・高等学校での早期実施も必要です。加えて、
きめ細かい教育活動をすすめるためには、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級
の実現が必要です。
　国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいて
も、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障
するための国による条件整備は不可欠です。
　こうした観点から、2024年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう要請しま
す。

記

１．中学校・高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。また、学校の働き方改革を
実現しきめ細やかな教育を実現するため、さらなる少人数学級の実現等、教職員の定数
改善を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費
国庫負担制度の国負担割合を２分の１に引き上げること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。

衆 議 院 議 長 細 田　博 之　殿 財 務 大 臣 鈴 木　俊 一　殿
参 議 院 議 長 尾 辻󠄀　秀 久　殿 総 務 大 臣 松 本　剛 明　殿
内閣総理大臣 岸 田　文 雄　殿 文部科学大臣 永 岡　桂 子　殿

※義務教育費国庫負担制度については、平成18年の法改正の中で国庫負担率が２分の１か
ら３分の１に引き下げられました。

豊かな学びを実現するための2024年度政府予算に係る意見書

〈意見書第１号〉
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議会改革検討特別委員会の活動報告

　

６
月
19
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
分
科
会
で
の
調
査
・

研
究
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
委

員
全
員
で
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
議
会
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向

け
て
、
端
末
の
調
達
方
法
、
通

信
方
法
及
び
資
料
閲
覧
ソ
フ
ト

の
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
分

科
会
の
方
針
に
つ
い
て
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
会
議

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

は
、
執
行
部
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
６
月
20
日

に
議
会
と
し
て
市
長
に
対
し

「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
」

の
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

第
２
分
科
会
で
は
、
政
務
活

動
費
の
手
引
き
の
全
面
改
正
に

つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
お

り
、
分
科
会
と
し
て
の
政
務
活

動
費
の
手
引
き
改
正
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
委
員
で
分
科
会
の
改
正
案

を
確
認
し
、
引
き
続
き
最
終
調

整
を
行
う
事
で
確
認
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

班
分
け
及
び
役
割
分
担
を
決
定

し
、
当
日
の
運
営
方
法
等
を
協

議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
特
定
の
テ
ー
マ
を
設

定
せ
ず
、
各
常
任
委
員
会
が
所

管
す
る
主
要
施
策
を
中
心
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
当
日
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

研
究
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　

近
年
の
局
地
的
な
大
雨
に
よ
り
、
市

内
南
部
地
域
で
は
内
水
被
害
が
発
生
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
は
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
分

30
㎥
の
排
水
能
力
の
あ
る
排
水
ポ
ン
プ

車
を
４
台
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
納
車
さ
れ
た
排
水
ポ
ン
プ
車

４
台
は
、
６
月
30
日
、
７
月
３
日
、
７

月
10
日
の
大
雨
に
よ
り
出
動
し
ま
し

た
。

　

排
水
作
業
は
、
市
内
を
流
れ
る
黒
津

江
川
、
馬
場
川
及
び
国
営
三
田
川
線
等

で
行
わ
れ
、
市
の
ポ
ン
プ
車
４
台
に
よ

り
増
水
し
た
内
水
を
筑
後
川
、
田
手
川

及
び
城
原
川
に
そ
れ
ぞ
れ
緊
急
排
水
が

実
施
さ
れ
、
機
動
力
と
排
水
能
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

委員長　野副　 昭

▲議会 ICT 化について市長へ申し入れ

令
和
5
年
6
月
導
入
の

排
水
ポ
ン
プ
車
出
動

▲排水ポンプ車を使った排水作業の様子 ▲排水ポンプ車
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一般質問

特
別
支
援
教
育
で
の
中
学
校

通
級
指
導
教
室
の
必
要
性

中
学
校
通
級
指
導
教
室
は
必
要
。

県
に
申
請
を
続
け
る

答

野副　野副　 昭 議員昭 議員

議
員　

特
別
支
援
教
育
に
対

す
る
理
解
が
進
み
、
支
援
学

級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

に
応
じ
た
指
導
が
受
け
ら

れ
、
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。市
の
と
ら
え
方
を
問
う
。

平
山
教
育
部
長　

全
国
的
に

特
別
支
援
学
級
数
が
増
加
し

て
い
る
。
本
市
で
も
増
加
傾

向
で
あ
り
、
学
び
の
場
と
な

る
教
室
も
確
保
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

議
員　

支
援
教
育
の
教
員
の

指
導
力
向
上
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導

を
行
う
た
め
の
知
識
が
必
要

で
あ
り
、
教
育
へ
の
理
解
促

進
と
指
導
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
県
の
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー

も
活
用
し
て
い
る
。

議
員　

通
常
学
級
の
授
業
数

制
限
要
請
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

状
態
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
を
行
い
、
保
護

者
と
合
意
形
成
を
図
り
決
定

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

議
員　

小
学
校
に
は
通
級
指

導
教
室
は
あ
る
が
中
学
校
に

は
な
い
。必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
通
級
指

導
教
室
に
通
っ
た
子
ど
も
が

中
学
校
に
進
学
し
て
な
い
の

は
困
る
の
で
、必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
か
ら

県
に
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
行
っ
て
い
く
。

一般質問

城原川下流からダム予定地を望む

城
原
川
ダ
ム
水
没
予
定
地
区
の

生
活
支
援
を

思
い
に
寄
り
添
い
し
っ
か
り

対
応
を
お
約
束
す
る

答

福田　淸道 議員福田　淸道 議員

議
員　

ダ
ム
建
設
に
伴
い
、

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
住

民
の
方
々
の
移
転
先
確
保
は

市
の
事
業
と
し
て
行
う
べ

き
。
市
の
考
え
を
問
う
。

花
島
ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

対
象
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
集
団

移
転
地
の
確
保
に
向
け
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。
現
在
複

数
の
候
補
地
の
中
か
ら
２
か

所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
集

団
移
転
を
希
望
さ
れ
る
方
た

ち
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら

造
成
計
画
に
関
す
る
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

移
転
先
宅
地
が
求
め

や
す
い
価
格
で
し
か
も
、
安

心
安
全
な
宅
地
を
提
供
す
べ

き
で
あ
る
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

造
成
に

つ
い
て
は
、
十
分
に
良
質

な
、
不
等
沈
下
等
を
起
こ
さ

な
い
土
を
持
っ
て
く
る
よ
う

に
し
、
ま
た
、
国
・
県
と
も

そ
う
い
う
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
造
成
に
入
っ

て
い
き
た
い
。

議
員　

移
転
先
の
皆
さ
ん
の

生
活
不
安
を
取
り
除
く
た

め
、
行
政
の
責
任
者
と
し
て

市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長　

市
長
就
任
以
来
こ
の

１
年
、
水
没
地
区
の
皆
さ
ん

と
会
議
を
重
ね
、
意
見
を

伺
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
私

は
、
あ
く
ま
で
水
没
地
域
の

皆
さ
ん
の
心
に
、
思
い
に
寄

り
添
っ
た
形
で
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
す
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状
と
対
策

議
員　

待
機
児
童
は
な
い
と

伺
っ
て
い
る
。
長
期
休
業
期

間
中
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

空
き
教
室
と
ユ

ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て

放課後児童クラブ
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チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か

一
定
の
ル
ー
ル
整
理
と
包
括

的
な
調
査
・
研
究
が
必
要

答

木原　憲治 議員木原　憲治 議員

議
員　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
対
話
型
人
工
知
能
）
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
新
興
企
業
オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た

チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ニ
ュ
ー
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
オ

ン
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
膨
大
な

情
報
を
読
み
込
み
、
文
章
中

の
重
要
な
単
語
や
単
語
同
士

の
関
係
性
を
学
ば
せ
、
利
用

者
の
質
問
に
対
し
て 

自
然

に
答
え
る
技
術
を
搭
載
し
、

文
章
を
生
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
、
急
速
に
社
会

に
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、

個
人
情
報
や
機
密
デ
ー
タ
の

流
出
、
不
正
確
な
情
報
の
拡

散
、
著
作
権
の
侵
害
等
懸
念

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
誰

で
も
簡
単
に
文
章
や
画
像
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
行

政
や
企
業
も
活
用
に
向
け
て

活
発
化
し
て
き
て
い
る
が
、

市
で
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

対
話

型
の
人
工
知
能
サ
ー
ビ
ス

は
、
入
力
し
た
個
人
情
報
や

企
業
情
報
な
ど
情
報
の
漏
洩

に
繫
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

や
、
偽
情
報
を
あ
た
か
も
真

実
で
あ
る
か
の
よ
う
な
情
報

と
し
て
広
く
発
信
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
懸
念

す
る
と
こ
ろ
も
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
一
方
で
い
ろ
い
ろ

な
業
務
に
活
用
す
る
こ
と
で

業
務
効
率
を
高
め
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。
国
、
県

や
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
等
を
踏
ま
え
引
き
続
き

情
報
の
収
集
に
努
め
、
市
民

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
は
利
用
し
な

い
な
ど
、
監
視
で
き
る
仕
組

み
の
構
築
な
ど
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
中
間
見
直
し
に
つ
い

て
・「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
」

の
宣
言

市
長
は
、
今
後
城
原
川
ダ
ム
事
業

を
進
め
て
い
か
れ
る
の
か

ダ
ム
を
生
か
し
た
活
気
あ
る

地
域
づ
く
り
を
考
え
る

答

白石　昌利 議員白石　昌利 議員

将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
な
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
市
民
皆
様
方
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
、
ダ
ム

上
流
域
及
び
周
辺
地
域
の
活

性
化
、
こ
の
両
面
で
城
原
川

ダ
ム
の
上
下
流
に
暮
ら
す
神

埼
市
民
同
士
の
繋
が
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
市
民
皆
様
方
の
ダ
ム

事
業
へ
の
御
理
解
と
御
協
力

並
び
に
、
御
支
援
を
い
た
だ

く
こ
と
で
事
業
が
さ
ら
に
前

進
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

城
原
川
ダ
ム
事
業
の

推
進
に
向
け
て
、
ダ
ム
の
上

流
域
や
下
流
域
に
暮
ら
す

方
々
に
向
け
、
今
後
事
業
に

必
要
と
思
う
よ
う
な
こ
と
は
。

花
島
ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

神
埼
市
を
構
成
す
る
脊
振

町
、
神
埼
町
、
千
代
田
町
を

北
か
ら
南
に
つ
な
い
で
い
る

の
は
城
原
川
で
あ
る
。
自

然
が
も
た
ら
す
水
の
恵
み

も
、
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害

も
全
て
上
流
か
ら
下
流
へ
と

繋
が
っ
て
お
り
、
城
原
川
は

市
民
皆
様
方
の
暮
ら
し
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
変

重
要
な
河
川
と
認
識
し
て
い

る
。
城
原
川
を
通
し
た
神
埼

市
と
し
て
の
地
域
の
繋
が
り

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
暮

ら
す
方
々
の
そ
の
思
い
を
、

大分県竹田市に建設中の玉来ダム
（流水型）

議
員　

市
長
は
、
城
原
川
ダ

ム
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
進
め
て
い
く
の

か
。

市
長　

城
原
川
は
、
神
埼
市

の
ど
真
ん
中
を
走
る
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
存
在
で

あ
る
。
ダ
ム
建
設
が
決
定
し

て
、
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
水
没
地
域
の
皆

さ
ん
た
ち
の
生
活
再
建
を
最

優
先
さ
せ
る
。
そ
の
中
で
、

国
、
県
、
そ
し
て
、
神
埼
市

も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
鋭
意

努
力
を
し
て
い
く
。
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本
年
度
に
実
施
す
る
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
補
助
制
度
と
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、定
例

区
長
会
に
お
い
て
説
明

答

野口　英樹 議員野口　英樹 議員

議
員　

今
年
行
っ
た
地
区
区

長
さ
ん
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
補
助
制
度
の
内

容
・
カ
メ
ラ
や
設
置
経
費
・

維
持
費
等
分
か
ら
な
い
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
返
答
に

困
っ
た
地
区
が
あ
る
。
予
算

可
決
後
は
、
再
度
全
地
区
区

長
さ
ん
に
は
、
具
体
的
に
補

助
制
度
の
内
容
・
カ
メ
ラ
や

設
置
経
費
・
維
持
費
・
設
置
工

事
業
者
等
分
か
ら
な
い
こ
と

の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

朝
日
防
災
危
機
管
理
課
長　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
数
地
区
の
区
長
の
皆
様

か
ら
、
補
助
制
度
の
内
容
を

確
認
し
た
上
で
検
討
し
た
い

と
の
ご
意
見
を
頂
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
予
算
可
決

後
に
全
地
区
の
区
長
様
宛
て

に
補
助
事
業
の
申
請
書
を
送

付
す
る
と
と
も
に
、
７
月
開

催
予
定
の
定
例
区
長
会
に
お

い
て
も
説
明
を
行
い
周
知
に

努
め
る
。

視
覚
障
が
い
者
対
応

に
つ
い
て

地区内に設置されている防犯カメラ

議
員　

市
民
の
方
よ
り
、
以

前
市
役
所
に
用
事
で
行
っ
た

が
、
手
話
通
訳
で
き
る
職
員

が
い
な
く
、
非
常
に
困
っ
た

と
聞
い
た
。
本
庁
舎
だ
け
で

も
、
手
話
通
訳
で
き
る
職
員

を
配
置
し
て
ほ
し
い
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

現
在

は
、
窓
口
や
相
談
室
で
筆
談

等
に
よ
る
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
前
も
っ
て
窓
口
に
来
ら

れ
る
日
時
を
調
整
し
、
手
話

通
訳
者
の
派
遣
な
ど
積
極
的

な
活
用
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
含
め
、
国
政
の
下
で
デ

ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
神
埼
市
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
の

課
題
と
留
意
し
て
い
る
事
項

は
何
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
様
々
な
環
境
や
年
齢
層

の
市
民
が
生
活
さ
れ
て
い
る

中
、
誰
一
人
残
さ
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
り
留
意
し
て
い
る
。

議
員　

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
紐
づ
け
で
報

道
さ
れ
て
い
る
、
他
人
の
情

報
が
表
示
さ
れ
た
り
、
抹
消

さ
れ
た
印
鑑
証
明
書
の
発
行

デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
問
題
点
は

デ
ジ
タ
ル
化
を
全
て
否
定
は
し

な
い
が
、疑
問
は
理
解
し
て
い
る

答

増
減
と
い
っ
た
現
象
は
。

森
田
市
民
福
祉
部
長　

９
月

末
ま
で
に
健
康
保
険
証
利
用

や
公
金
受
け
取
り
口
座
の
登

録
で
２
万
円
の
ポ
イ
ン
ト
取

得
や
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

の
低
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
、
し
な
い
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
を
持

ち
込
む
の
は
で
は
な
く
、
市

民
の
不
安
解
消
を
最
優
先
に

す
べ
き
。
市
長
は
デ
ジ
タ
ル

化
問
題
の
所
信
は
。

市
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
し
て
も
す
べ
て
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ

の
進
め
方
に
つ
い
て
の
疑
問

は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

と
い
っ
た
事
案
の
発
生
が
危

険
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　

政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
の
中
で
個
人
情
報
の
漏

洩
な
ど
を
含
め
罰
則
や
規
制

な
ど
社
会
的
ル
ー
ル
は
構
築

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

総
務
省
よ

り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や

デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
な
ど
に

つ
い
て
、
要
機
密
情
報
を
取

り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
に
お
い
て
罰
則

や
規
制
な
ど
社
会
的
ル
ー
ル

は
構
築
さ
れ
て
い
な
い
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
や
自
己
負
担
の

佐藤　知美 議員佐藤　知美 議員

マイナンバーカードの申請対
応に追われた市民課窓口
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

魅
力
あ
る
返
礼
品
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
る

答

德川　博人 議員德川　博人 議員

議
員　

返
礼
品
は
ど
の
よ
う

に
選
定
し
て
い
る
の
か
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

神

埼
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
事

業
者
応
募
要
項
に
基
づ
き
、

関
係
法
令
を
遵
守
す
る
事
業

者
に
よ
る
返
礼
品
提
案
内
容

を
確
認
し
選
定
し
て
い
る
。

議
員　

返
礼
品
は
選
定
委
員

会
等
で
決
め
て
い
る
の
か
。

本
告
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室

長　

返
礼
品
の
選
定
委
員
会

等
は
設
け
て
い
な
い
が
、
返

礼
品
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合

は
、
市
及
び
中
間
事
業
者
に

て
、
総
務
省
の
基
準
を
確
認

し
、
適
正
と
判
断
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
掲
載
を
行
っ
て

い
る
。

議
員　

返
礼
品
の
9
割
は

米
・
肉
・
家
具
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
振
興
す
る
た
め

に
、
野
菜
・
果
物
等
の
詰
め

合
わ
せ
セ
ッ
ト
は
で
き
な
い

か
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　

各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
検
索

し
て
も
、
野
菜
の
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
は
大
変
人
気
で
あ

る
た
め
、
返
礼
品
開
発
に
努

め
て
い
く
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
の
農
業
振
興
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

多
品
目
化
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
市
や
J
A
な
ど
関
係

機
関
が
農
家
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
農
産
物
の
品
目
増

加
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

神埼市が取り扱うふるさと納税ポータルサイト

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
の
生
産
資
材
高
止
ま

り
対
策

・
脊
振
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

稼
働
終
了
後
の
利
活
用
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
千
代
田
東
部
地
区
人
口
問

題
に
つ
い
て

水
害
対
策
に
つ
い
て

筑
後
川
右
岸
下
流
域
治
水
対
策

検
討
会
と
連
携
す
る

答

副島　英樹 議員副島　英樹 議員

令和３年８月千代田東部地区水害

議
員　

こ
れ
か
ら
の
水
害
対

策
は
、
小
さ
な
視
点
で
考
え

る
の
で
は
な
く
大
き
な
視
点

で
捉
え
る
べ
き
と
思
う
。
人

間
が
水
を
如
何
に
被
害
の
無

い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
か
、
こ
れ
が
洪
水
対
策
で

あ
る
と
考
え
る
。
上
流
か
ら

下
流
ま
で
を
全
体
で
捉
え
た

中
で
、
水
の
流
れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
被
害
を
最
小
限

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
神
埼
市
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

野
中
建
設
課
長　

最
近
の
広

範
囲
な
内
水
氾
濫
は
、
神
埼

市
の
み
で
は
解
決
し
難
き
問

題
で
あ
る
た
め
、
筑
後
川
の

右
岸
下
流
域
に
位
置
す
る
神

埼
市
、
吉
野
ケ
里
町
、
上
峰

町
、
み
や
き
町
に
加
え
、
佐

賀
東
部
土
地
改
良
区
、
国
土

交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
佐

賀
県
、
福
岡
県
、
久
留
米
市

な
ど
が
参
加
し
筑
後
川
右
岸

下
流
域
（
三
神
地
区
）
流
域

治
水
対
策
検
討
会
が
昨
年
12

月
発
足
し
、
当
検
討
会
と
連

携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
取
組

ん
で
行
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

議
員　

令
和
４
年
度
神
埼
市

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
並

び
、
必
要
経
費
を
差
引
後
の

金
額
は
幾
ら
か
。
ま
た
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
よ
り
、
令

和
５
年
度
に
子
育
て
支
援
に

幾
ら
使
う
予
定
か
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

神

埼
市
へ
の
令
和
４
年
度
寄
附

金
額
は
、
約
18
億
円
、
必
要

経
費
差
引
後
の
金
額
は
約
７

億
７
千
万
円
。
令
和
５
年
度

は
、
子
育
て
支
援
に
約
３
億

円
を
投
入
す
る
。
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一般質問

道路の損傷を通報するイメージ

お隣の大川市独自で設置し稼働している
道海島地区の排水ポンプ場

神
埼
市
南
部
地
域
内
水
氾
濫

対
策
の
状
況
に
つ
い
て

田
ん
ぼ
ダ
ム
、ク
リ
ー
ク
の
事
前

排
水
で
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た

答

末次　　勝 議員末次　　勝 議員

議
員　

今
後
の
具
体
的
な
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

一
番
ヶ
瀬
農
政
水
産
課
長　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の

活
動
組
織
に
よ
る
田
ん
ぼ
ダ

ム
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
更
な
る
取
組
の
面

積
の
増
加
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

は
市
内
約
７
１
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
39
組
織
に
取
組
の
ご
協

力
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

議
員　

排
水
ポ
ン
プ
車
の
納

入
時
期
と
設
置
箇
所
に
つ
い

て
。

野
中
建
設
課
長　

令
和
５
年

６
月
１
日
に
４
台
納
入
、
６

月
２
日
に
お
披
露
目
式
を
予

定
し
て
い
る
。
設
置
箇
所
に

つ
い
て
は
、
千
代
田
町
の
筑

後
川
及
び
城
原
川
沿
い
の
８

地
点
を
選
定
し
て
い
る
。
な

お
、
市
内
の
６
排
水
機
場
の

５
地
点
に
お
い
て
は
、
全
て

設
置
箇
所
と
し
て
設
定
し
て

い
る
。

議
員　

内
水
氾
濫
に
よ
る
被

害
低
減
と
し
て
、
黒
津
地
区

の
黒
津
排
水
樋
管
も
し
く
は

﨑
村
用
排
水
樋
管
、
ま
た
、

出
来
島
地
区
の
国
営
三
田
川

線
末
端
に
、
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
を
活
用
し
、

市
独
自
の
排
水
ポ
ン
プ
場
の

新
設
を
提
案
す
る
が
、
市
の

考
え
は
。

市
長　

６
月
に
排
水
ポ
ン
プ

車
４
台
が
導
入
さ
れ
る
。
こ

の
排
水
能
力
は
合
わ
せ
て
毎

秒
２
ト
ン
と
、
か
な
り
の
排

水
能
力
が
あ
る
。
ど
の
程
度

の
効
果
が
あ
る
か
を
見
極
め

な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
中
で

も
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

新
た
な
対
応
と
し
て
考
え

る
。

道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

経
費
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
た
い

答

大野　秋人 議員大野　秋人 議員

議
員　

道
路
の
損
傷
箇
所
等

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影

し
、
位
置
情
報
等
を
含
む
画

像
デ
ー
タ
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
役
所
へ
送
信
す

る
だ
け
で
、
道
路
等
の
不
具

合
を
簡
単
に
通
報
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
他
の
自
治
体
で
導

入
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の

様
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
検

討
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

現
在
、

道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ

め
、
市
民
や
区
長
、
協
定
に

基
づ
く
郵
便
事
業
者
や
タ
ク

シ
ー
事
業
者
か
ら
の
情
報
提

供
等
、
不
具
合
の
迅
速
な
把

握
に
努
め
、
建
設
課
の
公
用

車
に
は
常
時
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

補
修
材
を
積
み
込
み
迅
速
な

対
応
に
努
め
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
維
持

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
の
維
持
管
理
手
法
を
検

証
し
な
が
ら
提
案
さ
れ
た
道

路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
業
務
効
率
化
を
図

り
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
国
が
策
定
し
た

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。
他

の
自
治
体
で
は
河
川
、
水
路
、

大
雪
、不
法
投
棄
、公
園
の
遊

具
等
の
通
報
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
様
な
面
か
ら

も
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

現

在
、
地
図
情
報
に
道
路
や
下

水
道
な
ど
の
付
加
情
報
の
閲

覧
が
可
能
な
通
称
「
か
ん
ざ

き
マ
ッ
プ
」が
あ
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
予
約
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
検
討

し
て
お
り
、
市
民
の
利
便
性

や
事
務
効
率
化
の
観
点
か
ら

全
庁
的
に
所
管
課
の
要
望
な

ど
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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4月4日 議会広報編集特別委員会

13日 議会広報編集特別委員会

21日 議会広報編集特別委員会

24日 議会改革検討特別委員会第２分科会

26日 議会広報編集特別委員会

28日 文教厚生常任委員会

5月10日 青森県三沢市議会より行政視察

11日 総務常任委員会

12日 文教厚生常任委員会

16日 産業建設常任委員会

防衛省全国市情報施設協議会役員会

19日 議会運営委員会

5月22日～ 6月23日 令和５年５月第２回神埼市議会定例会

22日 全員協議会

29日 議会広報編集特別委員会

6月1日 全員協議会

2日 令和５年度予算特別委員会

5日 議会改革検討特別委員会第２分科会

7日 産業建設常任委員会

8日 九州市議会議長会第１回理事会

第98回九州市議会議長会定期総会

9日 議会改革検討特別委員会第１分科会

12日 総務常任委員会

14日 第99回全国市議会議長会定期総会

15日 文教厚生常任委員会

19日 議会改革検討特別委員会

20日 全員協議会

21日 議会運営委員会

23日 全員協議会

29日 議会広報編集特別委員会

30日 議会改革検討特別委員会第１分科会

議会の動き（令和５年４月～６月）

全国市議会議長会表彰

　去る令和５年６月 14 日に開催されました「第 99 回全国市議会議長会定期総会」において、
市政発展に寄与された功労者として、「議員在職 20 年以上表彰」で永沼　彰 議員が表彰されま
した。また、令和４年度全国市議会議長会評議委員及び建設・運輸委員として、田原　和幸 議
長へ感謝状が贈られました。神埼市議会議場にて表彰の伝達及び感謝状の贈呈式を行いました。

永沼議員へ表彰を伝達 田原議長へ感謝状を贈呈
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編
集
後
記

　

８
月
に
入
り
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が

み
な
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

神
埼
市
議
会
も
、
７
月
末
に
市
民
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
多
く
の

意
見
を
頂
き
、
執
行
部
に
提
案
・
改
善
を

も
と
め
、
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

８
月
・
９
月
は
特
に
自
然
災
害
が
毎
年

発
生
し
て
お
り
、
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
た
、
避
難
所
の
確
認
・
非
常
持

出
袋
等
の
事
前
準
備
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
市

民
の
皆
様
に
親
し
み
や
す
い
名
称
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

�

（
記　

德
川
博
人
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

佐
藤　

知
美

副
委
員
長　

平
山　

文
也

委
　
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
員　

副
島　

英
樹

委
　
員　

德
川　

博
人

委
　
員　

末
次　
　

勝

神埼市議会だよりの愛称が決定しました！

神埼市議会だより

あ や と り

　神埼市議会広報編集特別委員会では、市民の皆さまにより親しんでもらう議会だよりとする

ため、前回号（64 号）にて、議会だよりの表紙の愛称を募集いたしました。市内外から 202

通の応募をいただき、議会広報編集特別委員会にて厳正な審査を行った結果…

　神埼市議会だよりの愛称は、「あやとり」に決定しました！

　「あやとり」を応募してくださったのは、神埼中学校１年生の千住真奈香さんです。

　「あやとり」には、「神埼市の議会と市民の「あや」を意識しました。手を取り合って和をつ

なげられるように。」という思いが込められています。 新しい愛称は次回から使用します。

　たくさんのご応募ありがとうございました。また、併せてたくさんのご意見もいただき、あ

りがとうございました。今後の活動に生かしていきたいと思います。

　これからも、神埼市議会だよりをよろしくお願いします。 たくさんのご応募
ありがとうござい
ました！


